人を信じさせるものは何？
〜新潟県魚沼市でもフッ化物洗口始まる〜 

市 井 晴 也 （41歳　農業・林業従事、３児の父）

　新潟県魚沼市守門地区の担当歯科医であった成田憲一先生が昨年春に退職されて10ヶ月足らず。公教育機関でのフッ化物洗口が行われる話が通知されました。市役所に資料を持って出向き「反対の意見も提示する義務がある」と申し入れたのが昨年末。「市内の他の地域でやっていて…。やってほしいという親もいて…。」などの煮え切らない答え。資料をまとめ学校やPTA役員などへ配布。市へは２回質問状を送る（一部の返答以外は説明会とその後の文書で返答）他、子ども３人の同級生の親など50人位へ手紙を添え資料を配布。残念ながら特別な反応はありませんでした。結局、力不足・時間不足で有効な手立ては打てず独り相撲になってしまった感が強いです。質問の例なども知り合いの親に渡しましたが、皆さん忙しく説明会そのものに来られませんでした。

　準備不足のまま迎えた４月30日夜の市の説明会。新潟大学大学院歯学総合研究科の准教授の講演がメインで「新潟県はフッ化物洗口をやってきて虫歯が少ない」とか「局所応用の害としては歯フッ素症と骨硬化症があるが過剰摂取しなければ問題がない」などの説明の後、質疑応答となった。ちなみに参加者は校長・教頭を含めてもわずか17人。保護者の参加率は5％足らずでほとんど感心がない模様。まずはこれが問題点ですよね。

　質問をしたのも僕１人。自分だけにならないように様子を見ていたのですが、誰の手も挙がらずこのままだと終わってしまいそうになり３回発言。そのうちのひとつ。「先程、新潟県は虫歯が少ないと見せてもらった平成18年度の学校保健統計調査のグラフですが、フッ化物洗口の実施率が高くても虫歯が多く、広島・東京・神奈川などフッ化物洗口がほとんど行われていないのに虫歯が少ないのはなぜか？有効性は明確ではないのではないか。市や学校もまずはそういうところから学んでほしい。」答えは「実施の効果には時間がかかるし、効果にはバラツキがある。実施率が低いのに虫歯が少ないのがなぜかは分からない。有効性は50％です。」というものでした。つまりは推進派にしてもその程度のものということ。それでいて「フッ化物洗口は予防効果がある」と断言するビデオまで作ってしまうのだから不思議です。（そこまで皮肉は言えませんでしたが。）この実施率と虫歯数の指摘は分かり易い上、推進派が使う資料で問い詰められるという点で今後有効に活かせるものだと思います。

　「反対の情報も示してほしい」という意見には司会でもある魚沼市健康増進課予防係の担当者がこう答えました。「反対の資料もインターネットなどで見ているが反対する充分な理由が見つからない。反対の為の反対というか、反対の実験の結果に恣意的なものを感じてしまう。例えば大人は2.2％で死んでしまうというのも金魚とかの実験からの比重計算だが、エラ呼吸で取り込むようにフッ素が空気中にあるわけではない。水爆製造に必要といっても触媒として使われるだけ。醤油だって一升飲めば死んでしまう。フッ素濃度のミスによる吐き気なども後遺症が残る程ではない。市内で行うのは局所応用で強制ではない。いろんな情報があるけれど、市内で昭和50年からフッ化物洗口をやっているが事故がないという事実は大きい。」責任も感じ、初めは心配もあって成田氏のホームページなども調べたらしい。何より、資料の受け止め方の違いに僕は驚いてしまった。もちろん納得はしていないが個人の感覚の違いまでは否定できない。まして質問にもとても誠実に丁寧に答える。会の終了後もこちらが話を続ければいつまでもきちんと対応してくる。僕が「例えば厚生労働省が良しと言っても…」と言えば「あ、それは信用できないですよ」とすかさず答えられる分別もある。夜も更け、他の参加者はとうにいなくなっている。洗口ありきで行われている説明会で、もはや僕は質問の術をなくし、挨拶をして帰るよりなかった。

　会の後しばらくして、市から保護者へ寄せられた質問とその答えが文書で配付されました。この「有効性50％」の話は都合が悪いのか載っていません。24個のQ&Aのうち15個が僕の出した質問でしたが、むしろ、疑問に答え推進を裏付けるような形に巧く利用されてしまった気がします。さらに反論したり親達に手紙を送ることも考えましたが、田んぼなど日々の生活に追われているうちに６月からフッ化物洗口は始まってしまい、機を逃してしまいました。

　子どもの話だとほとんどの子どもが洗口をしているようです。学校や園へ実施率を聞いてみたいのですがどうも聞きにくくてできていません。せめて配った資料がフッ化物洗口をしない親の後押しにでもなってくれていれば、と思いますが淡い願いのようです。「有効性がある、少量の局所応用なら問題ない」と考えている（というか考えていないというべきか）人にまで訴えられる渡し易いまとまった良い資料が欲しいと感じました。でも、それは既にあるのかもしれないし、そんなものは作り得ないのかもしれない。同じ資料でも捉え方ひとつ、感じ方ひとつで結果は正反対にもなってしまうんですよね。

　何が人を信じさせるのか考えてしまいます。ひとつは楽で得すること。保護者の感覚としては、学校で予防をやってくれてお金も手間もかからない、仕上げ磨きも面倒だし…、歯医者さんも勧めていることだし大丈夫だろう、というところなのでしょう。何の負担もせずして上手くいくことなどそうあるはずはないのに。自分のことなら自業自得だがツケは子どもたちにまわってしまう。誰かが楽をすれば誰かがそのしわ寄せを受けるのは世の摂理、と僕は思うのだけれど。

そしてもうひとつは何と言ってもコマーシャリズム。フッ素は歯にいいという営業作戦が効を成した無意識の刷り込み。経済至上主義から作り出された自己判断能力の欠如が根にあるのだと思います。忙しさがそれに輪をかけるのでしょう。これは本当に厄介です。価値観そのものの問題になってしまう。何を大切に生きているのかまで人に問うことは僕にはできない。ましてやそこへ「変化」を与えるともなればカリスマ的な特別な力が必要でしょう。もしくは法的な拘束。そこまでの取り組みは今の自分には難しい。

　一緒に働きかけができる仲間がいれば違う展開もあったでしょう。ちなみに僕等夫婦は13年前に東京からＩターンでこの山の中に来ました。日本は第一次産業を根幹とすべきではないかと思い、山仕事と農業に携わりたくて。ここは新潟県でもとりわけ雪が深くときおり４ｍを越えます。なぜこんなところに？とよく言われます。住宅は５年がかりで自分で造りました。そんなことから僕は「変わっている」と見られている側面があります。これはマイナス要因だったかもしれません。ここらで育った普通の（？）お母さんが声を挙げたら人の集まりも違ったかもしれませんが、なかなかそういう方はいません。各種話し合いでもおとなしいというか、自分の意見を発言する人は実に少なく感じます。風土というものなのでしょうか。新潟県のフッ素洗口実施率が高いというのはうなずけてしまうのです。

　そういう中でどうやって反対の声を広げていけばいいのか？特に若い親たちに伝えるのははっきり言って難しい。仮に、いいリーフレットができたとしてそれをどうやって若いお母さんに渡していけばいいのか分からない。巨額な広告費がなければ地道に人づてで広げていくより他ない。それには普段の付き合いの中での信頼関係が大切、というこれまたとても地味な結論になってしまう。それでも伝えることが途切れればそれまでだし、水道水へのフッ素添加も怖いので地道なことを忘れないでいよう。反対の声がどうすれば受け入れられ易いのか考えることを忘れないでいよう。おそらく近道はない。今の自分ができるのは、結果はともあれ「事実」と「感じること」を自分なりに伝えていくこと。途方も無い時間とエネルギーが費やされた情報をお借りして。　2008.6.22
